
図5.1 Davidsonらが現在も継続して記載するウニ胚発生のネットワーク図
図において色分けされた四角い区画はそれぞれ異なる細胞種を意味する。バイオタペストリーは
2021年時点でも開発が続けられ、ウニ胚発生のモデルも更新され続けている。


